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〇
講
話
「
災
害
弱
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」 

「
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
訓
練
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
」
「
市
の

公
民
館
の
役
割
に
『
地
域
の
防
災
拠
点
』

が
追
加
さ
れ
、
職
場
で
も
話
題
に
あ
が

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
防
災
講
座
の

予
定
も
あ
る
の
で
、
本
日
の
お
話
を
持

ち
帰
り
活
か
し
た
い
。
」
「
動
画
や
演
習

を
交
え
な
が
ら
の
講
義
で
、
と
て
も
考

え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
。
」
「
災
害

に
関
係
な
く
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。
文
化

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
互

い
に
生
か
し
、
共
有
し
な
が
ら
生
活
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
」 

「
災
害
時
の
公
的
機
関
の
立
ち
位
置
、

災
害
が
起
き
た
際
に
も
助
け
合
い
な
が 

                 

ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
下
準
備
を
し
て
い

く
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
と
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
」「
『
こ
こ
な
ら
な
ん

と
か
な
る
』
の
『
こ
こ
』
を
守
っ
て
い

き
た
い
。
」 

《
第
３
回
》 

11

月
26

日
（
木
） 

会
場 

県
立
金
沢
文
庫 

 

〇
施
設
説
明
・
見
学
「
県
立
金
沢
文
庫

に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
立
金
沢
文
庫 

 

学
芸
課
長 

 
 

向
坂 

卓
也 

氏 

主
任
専
門
員 

山
地 

 
 

純 

氏              〇
情
報
提
供
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
か
な
が 

 

わ
と
生
涯
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
の 

紹
介
」 

 

県
立
図
書
館 

広
報
・
生
涯
学
習
推
進
課
主
事 

 

 

佐
藤 

孝
樹 

氏 

〇
人
権
教
育
講
話
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ 

ザ
イ
ン
が
拓
く
日
本
の
未
来
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト 

 

会
長 

同
志
社
大
学
客
員
教
授 

 

 

関
根 
千
佳 

氏 

 

〈
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り>

 

〇
施
設
説
明
・
見
学
「
県
立
金
沢
文
庫 

に
つ
い
て
」 

「
丁
寧
な
説
明
を
伺
っ
た
後
の
施
設
見

学
だ
っ
た
の
で
、
施
設
の
全
体
像
が
理

解
し
や
す
か
っ
た
。
」
「
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
最
初
の
概
要
説
明
だ
け
で
も
『
本

日
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
！
』
と
思
っ

た
。
」
「
分
か
り
や
す
く
、
面
白
い
話
題

も
多
か
っ
た
の
で
、
金
沢
文
庫
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
古
文
書
マ

ニ
ア
に
は
宝
庫
だ
と
感
じ
た
。
」
「
こ
の

よ
う
な
研
修
で
博
物
館
見
学
が
で
き
る

の
は
、
行
く
き
っ
か
け
に
な
り
、
と
て

も
良
い
。
」
「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
多
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
知

る
』
こ
と
か
ら
『
好
き
』
に
な
る
と
い

う
流
れ
で
い
え
ば
、
今
日
か
ら
神
奈
川
、

横
浜
、
金
沢
を
よ
り
多
く
知
る
機
会
に

な
っ
た
。
」
「
お
話
を
伺
い
、
称
名
寺
も

行
っ
た
。
と
て
も
広
く
、
橋
が
印
象
的

で
、
イ
チ
ョ
ウ
も
綺
麗
だ
っ
た
。
」 

〇
情
報
提
供
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
か
な
が
わ 

 

と
生
涯
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介
」 

「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
か
な
が
わ
の
機
能
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
学
べ
た
。
」
「
相
談

機
能
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
」
「
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
か
な
が
わ
を
よ
く
利
用
す
る

が
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
は
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
。
私
た
ち
職
員
の
相
談
に
の
っ

て
く
だ
さ
る
と
初
め
て
知
り
、
心
強
く

思
っ
た
。
」
「
市
町
村
別
の
検
索
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
便
利
だ
と
思
っ

た
。
」
「
今
後
、
情
報
登
録
を
依
頼
し
た

い
。
」
「
団
体
検
索
な
ど
、
窓
口
対
応
に

使
っ
て
い
る
。
」 

〇
人
権
教
育
講
話
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ 

ザ
イ
ン
が
拓
く
日
本
の
未
来
」 

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
「
Ｕ

Ｄ
」
）
に
対
す
る
世
界
、
日
本
の
取
組
を

知
れ
て
よ
か
っ
た
。
」
「
社
会
教
育
の
こ

れ
か
ら
の
姿
、
め
ざ
す
姿
を
考
え
る
き

っ
か
け
を
い
た
だ
け
た
。
」
「
Ｕ
Ｄ
か
ど 

う
か
を
考
え
る
こ
と
で
視
点
が
変
わ
る 

                   

の
で
、
日
常
、
仕
事
も
含
め
て
考
え
て

見
つ
め
直
し
て
い
き
た
い
。
」
「
Ｕ
Ｄ
の

概
念
が
変
わ
っ
た
。『
シ
ニ
ア
』
世
代
に

社
会
教
育
を
届
け
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。
」
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
す
ぐ
に

取
り
組
め
る
内
容
も
あ
り
、
参
考
に
な

っ
た
。
」
「
Ｕ
Ｄ
は
ハ
ー
ド
面
の
こ
と
か

と
思
っ
て
い
た
が
、『
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
＝
人
権
』
と
い
う
考
え
方

で
色
々
な
こ
と
が
す
っ
き
り
わ
か
る
き

っ
か
け
に
な
る
気
が
し
た
。
」「
『
魚
を
与

え
る
』
よ
り
、
技
術
と
教
育
で
『
魚
の

釣
り
方
を
教
え
る
』
と
い
う
と
こ
ろ
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
」 

（
県
公
連
経
営
・
研
修
部
会
） 

第３回 人権教育講

第２回 講話 
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令
和
２
年
度 

 
 

 
 

館
長
・
職
員
等
研
修
会
、
館
長
・
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
等
研
修
会 

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
」 

 

第
62

回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会 

テ
ー
マ
「
少
子
高
齢
化
等
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割
」 

～
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～ 

館
長
職
員
等
研
修
会
と
館
長
・
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
等
研
修
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
合
同
で
書
面
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。 今

年
度
の
県
公
連
年
間
活
動
テ
ー

マ
は
、
「
『
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
像
と
は
？
』
～
公
民
館
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
点
と
し
た
、
新
し

い
『
人
づ
く
り
』
『
つ
な
が
り
づ
く
り
』

『
地
域
づ
く
り
』
の
展
開
～
」
で
す
。 

  

そ
こ
で
、
近
年
求
め
ら
れ
て
い
る
地

域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
に
お
い
て

公
民
館
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
、
講
師
よ
り
資
料
を
提
供
い
た
だ

き
、
書
面
研
修
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
後
は
、
公
民
館
職
員
か

ら
講
師
へ
の
質
問
を
募
り
、
講
師
に
回

答
い
た
だ
く
こ
と
で
、
双
方
向
の
研
修

会
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

資
料
と
講
師
か
ら
の
回
答
に
よ
り
、

地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
課
題
や
役
割
を
整

理
し
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇
講
師 文

部
科
学
省 

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

生
涯
学
習
政
策
研
究
部 

総
括
研
究
官 

（
併
）
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー  

社
会
教
育
調
査
官  志

々
田 

ま
な
み 

氏 
 

◇
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

「
今
後
、
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
だ
ろ
う

公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
て

い
く
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ

た
。
」
「
地
域
・
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
中
で
地
元
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
行

事
を
継
承
し
て
い
け
た
ら
良
い
と
思

う
。
」
「
地
域
総
ぐ
る
み
の
次
世
代
育
成

の
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

協
力
の
必
要
性
が
、
わ
か
り
や
す
く
図

式
化
さ
れ
参
考
に
な
っ
た
。
」
「
学
校
と

地
域
社
会
が
連
携
す
る
に
は
、
シ
ー
ズ

と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」
「
事
例
で
サ

ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
出
て
い
た

が
、
地
域
連
携
、
公
民
館
の
役
割
等
、

今
回
の
研
修
の
趣
旨
に
即
し
わ
か
り
や

す
か
っ
た
。
」 （

公
民
館
経
営
・
研
修
部
会
） 

令
和
３
年
１
月

29

日
（
金
）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
第

62

回
神
奈
川
県

公
民
館
大
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
書
面
開
催

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

基
調
講
演
の
講
師
で
あ
る
、
文
教
大

学
学
園
理
事
長 

野
島 

正
也 

氏
か

ら
の
寄
稿
文
、
主
催
で
あ
る
箱
根
町
の

取
組
事
例
を
紹
介
し
た
大
会
冊
子
を
と

お
し
て
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
人
口

減
少
時
代
に
お
け
る
「
人
づ
く
り
」「
つ

な
が
り
づ
く
り
」
「
地
域
づ
く
り
」
と
、

そ
の
中
で
の
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
役

割
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
会
冊
子
は
神
奈
川
県
公
民

館
連
絡
協
議
会
加
盟
市
町
（
公
民
館
）

を
含
む
、
県
内
市
町
村
に
配
布
し
ま
し

た
。 

 

◇
表
彰
式 

 

賞
状
を
送
付
し
、
各
所
属
に
お
い
て

お
渡
し
い
た
だ
く
こ
と
で
表
彰
式
に
代

え
ま
し
た
。 

○
神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
表
彰 

【
優
良
公
民
館
表
彰
】 

相
模
原
市
立
大
野
台
公
民
館 

相
模
原
市
立
陽
光
台
公
民
館 

 
 

平
塚
市
立
横
内
公
民
館 

寒
川
町
北
部
公
民
館 

【
職
員
等
功
績
表
彰
】 

該
当
な
し 

【
永
年
勤
続
表
彰
】 

木
戸 

礼
子
（
相
模
原
市
立
中
央
公
民
館
） 

 

古
賀 

さ
や
か
（
相
模
原
市
立
大
野
北
公
民
館
） 

渋
谷 

由
美
子
（

藤

沢

市

立

藤

沢

公

民

館

） 

立
川 

奈
保
子
（

藤

沢

市

立

善

行

公

民

館

） 

深
田 

多
美
子
（

藤

沢

市

立

長

後

公

民

館

） 

菅
澤 

克
予
（
茅
ヶ
崎
市
立
南
湖
公
民
館
） 

泉
二 

學
（
秦
野
市
立
西
公
民
館
） 

中 

敏
江
（
秦
野
市
立
南
が
丘
公
民
館
） 

小
田
木 

三
千
代
（
秦
野
市
立
大
根
公
民
館
） 

◇
基
調
講
演
（
寄
稿
文
） 

「
少
子
高
齢
化
等
人
口
減
少
時
代
に
お

け
る
公
民
館
の
役
割
」 

学
校
法
人
文
教
大
学
学
園 

 

理
事
長 

 

野
島 

正
也 

氏 

◇
事
例
発
表 

「
地
元
住
民
手
作
り
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
『
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
』
」 

仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

実
行
委
員
会 

 

会
長 

市
川 

毅 

氏 

 

な
お
、
第

63

回
神
奈
川
県
公
民
館
大

会
は
、
川
崎
市
主
催
に
て
、
令
和
４
年

１
月

28

日
（
金
）
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
（
県
公
連
事
務
局
） 
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優
良
公
民
館
表
彰(

文
部
科
学
大
臣
表
彰) 

表
彰
館
の
紹
介 

平
塚
市
立
松
原
公
民
館 

◆
駅
か
ら
徒
歩
７
分
の
住
宅
街 

 

平
塚
市
に
は
、
ほ
ぼ
小
学
校
区
に
１

館
の
割
合
で

25

の
地
区
公
民
館
が
あ

り
ま
す
。
松
原
公
民
館
の
あ
る
地
区
は
、

か
つ
て
田
畑
の
広
が
る
農
村
地
帯
で
し

た
が
、
近
年
で
は
平
塚
駅
よ
り
徒
歩
７

分
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン

が
多
く
建
て
ら
れ
地
域
外
か
ら
転
入
さ

れ
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
昭
和

36

年
に
平
塚
で
３
番
目
に
産
声
を
上
げ
た

松
原
公
民
館
で
は
、
今
年

60

周
年
の
節

目
に
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
公
民
館
関
係
者
及
び
地
域

で
二
重
の
喜
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◆
地
域
の
力 

Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

松
原  

わ
た
し
は
市
内
全
て
の
公
民
館
で
、

同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
地
域
性
を
生
か
す
た
め
の

25

館

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
は
、
い
つ

の
ま
に
か
「
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

松
原
」

と
な
り
、
地
域
と
協
力
し
て
で
き
る
事

業
や
打
ち
合
わ
せ
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
公
民
館
が
地
域
に
お

け
る
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、
地
域

の
人
た
ち
が
交
流
・
交
歓
す
る
場
で
あ

る
た
め
に
は
、
地
域
の
力
が
と
て
も
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
新
年
早
々 

満
員
の
集
会
室 

 

地
域
の
力
が
わ
か
る
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。
一
つ
目
は
毎
年
１
月
に
開
催
す

る
「
ま
つ
ば
ら
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
で
す
。
地
域
の
小
学
校
、
中
学

校
吹
奏
楽
部
、
公
民
館
利
用
団
体
に
出

演
い
た
だ
き
楽
器
の
演
奏
や
合
唱
等
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
い
と
き

で
３
０
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

児
童
生
徒
の
呼
び
か
け
で
、
普
段
公

民
館
を
利
用
さ
れ
な
い
若
い
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
部
活

動
の
課
外
活
動
の
縮
小
な
ど
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
る
中
で
、
こ

れ
か
ら
も
若
い
人
が
集
う
試
み
を
し
て

い
き
ま
す
。 

◆
４
年
連
続
一
等
賞
の
竹
飾
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

湘
南
ひ
ら

つ
か
七
夕
ま

つ
り
は
、
平

塚
市
が
全
国

に
誇
る
お
祭

り
で
す
。
市

の
中
心
商
店

街
に
は
豪
華 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
竹
飾
り
が 

飾
ら
れ
ま
す
が
、
市
内
各
地
で
も
工
夫 

を
凝
ら
し
た
飾
り
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

松
原
公
民
館
で
は
、
例
年
、
地
域
の

企
業
か
ら
頂
い
た
大
型
の
発
砲
ス
チ
ロ

ー
ル
を
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
形
に
く
り

抜
き
、
色
と
り
ど
り
の
吹
き
流
し
と
と

も
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
数
か
月
に
わ
た

り
約
４
０
０
人
が
関
わ
っ
て
で
き
あ
が

る
飾
り
は
、
４
年
連
続
で
竹
飾
り
コ
ン

ク
ー
ル
地
区
別
の
部
一
等
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。 

（
主
事 

大
中 

和
彦
） 

厚
木
市
立
緑
ケ
丘
公
民
館 

緑
ケ
丘
地
区
は
、
市
内
の
中
で
も
高

齢
化
率
が
高
い
地
区
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
区
住
民
間
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
自

治
会
加
入
率
も
高
い
地
区
で
、
自
治
会

事
業
や
公
民
館
事
業
を
多
く
の
住
民
が

協
力
し
て
開
催
で
き
る
地
区
で
す
。 

特
色
あ
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
る
地
区
で
あ
り
、
同
世
代
に
よ

る
横
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
世
代
を
超

え
た
縦
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
た
事

業
で
、
高
齢
者
か
ら
幼
稚
園
児
ま
で
が

一
堂
に
介
し
、
世
代
を
超
え
た
音
楽
祭

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
交
流
会
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
や
プ

ロ
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で
あ
る
「
早
川
ト

リ
オ
」
の
本
格
的
な
演
奏
の
後
、「
三
世

代
ふ
れ
あ
い
合
唱
団
」
の
合
唱
が
始
ま

り
ま
す
。 

 

合
唱
の
最
初
は
、
緑
ケ
丘
合
唱
団
オ

ー
ジ
ー
の
「
東
海
シ
ー
ガ
ル
」
が
息
の

合
っ
た
、
明
る
く
元
気
な
曲
で
会
場
が

盛
り
上
が
り
ま
す
。 

 
次
に
緑
ケ
丘
地
区
の
高
齢
者
で
組
織

す
る
「
緑
ケ
丘
シ
ル
バ
ー
合
唱
団
」
で

す
。
英
語
の
曲
に
も
挑
戦
。
皆
さ
ん
大

変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
合
唱
に
拍
手
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
林
幼
稚
園
の
保
護
者
に
よ

る
「
林
コ
ー
ラ
ス
隊
」
の
登
場
で
す
。

観
客
か
ら
も
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る

緑
ケ
丘
市
民
合
唱
団
に
よ
る
大
合
唱
で

す
。
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
三

世
代
、
総
勢
約

70

人
の
大
合
唱
で
す
。

と
て
も
圧
巻
で
素
晴
ら
し
い
合
唱
。
見

て
い
る
人
た
ち
か
ら
も
大
拍
手
が
起
こ

り
幕
を
閉
じ
ま
す
。 

             

緑
ケ
丘
公
民
館
は
、
「
地
区
住
民
の

出
会
い
と
活
動
、
生
き
が
い
を
創
る
」

公
民
館
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
、

緑
ケ
丘
地
区
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
業

の
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
地
域
の
方
々

の
安
心
・
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
し

た
様
々
な
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
方
々
と
協
働
し
て
事
業

を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

（
地
区
館
長 

佐
々
木 

安
雄
） 

地域力を結集した竹飾り 
「３世代ふれあい交流会」の合唱 

公 民 館 か な が わ

（5）



秦
野
市
立
西
公
民
館
は
、
小
田
急
小

田
原
線
渋
沢
駅
北
口
か
ら
徒
歩
で
約

10

分
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
昭
和

31

年

８
月
、
西
秦
野
町
時
代
に
建
て
ら
れ
た

木
造
施
設
が
前
身
で
す
。
そ
の
後
、
昭

和

48

年
４
月
１
日
に
新
築
移
転
し
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
近
代
的
な
公
民
館

と
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

あ
れ
か
ら

47

年
間
、
生
涯
学
習
活
動

や
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
長
年
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

施
設
の
老
朽
化
を
理
由
に
、
隣
接
す
る

西
中
学
校
体
育
館
と
秦
野
市
立
西
公
民

館
が
、
地
域
防
災
機
能
を
兼
ね
備
え
た

多
機
能
型
施
設
し
て
、
令
和
２
年
９
月

20

日
に
新
た
に
開
館
し
ま
し
た
。 

施
設
内
は
、
広
々
と
し
た
空
間
を
確

保
し
、
随
所
に
秦
野
産
の
木
材
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら

れ
る
、
開
放
的
な
と
て
も
居
心
地
の
良

い
場
所
を
演
出
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、「
公
民
館
ま
つ
り
」
や
、

い
く
つ
か
の
公
民
館
主
催
事
業
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
一
定
の
制

限
の
中
で
、
主
催
事
業
も
創
意
工
夫
し

な
が
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
わ
が
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽
に
足

を
運
ん
で
、
様
々
な
活
動
が
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
特
徴
的
事
業
の
一
つ
に
「
子

ど
も
と
伝
え
る
正
月
し
め
飾
り
作
り
」

（
令
和
２
年

12

月

26

日
実
施
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
ら
を
束
ね
三
つ
編

み
に
し
て
、
糸
で
縛
り
、
ユ
ズ
リ
ハ
、

ダ
イ
ダ
イ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
紙
垂
（
し
で
）

を
付
け
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
秦
野
伝
統

の
正
月
飾
り
（
し
め
飾
り
）
の
手
作
り

体
験
を
通
し
て
、
親
と
子
ど
も
が
共
同

作
業
を
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が

ら
、
伝
統
に
触
れ
て
、
地
域
の
民
族
文

化
を
見
直
し
す
る
機
会
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。 

今
回
の
事
業
で
は
、
地
域
の
青
少
年

指
導
員
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
わ
が
館
と
地
域
と
の
連
携
・
協
働

を
深
め
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
館
長

保
坂

富
士
雄
）

わ
が
館
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
あ
る
綾
瀬
市
の
そ
の
ま
た
中
央
付
近

に
、
約

42

年
前
に
開
館
し
ま
し
た
。
市

内
に
は
、
中
央
公
民
館
の
ほ
か
、
５
つ

の
地
区
セ
ン
タ
ー
と
２
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
中
央
公
民
館

を
中
心
に
計
８
施
設
で
、
綾
瀬
市
の
生

涯
学
習
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
敷
地
内
に
は
文
化
会
館
・
図
書

館
・
高
齢
者
福
祉
会
館
も
あ
り
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
複
合
施
設
の
中

の
１
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
事
業
だ
け
で
な
く
、
１
３
５
０

人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
と
２
７
０
人
収
容

の
小
ホ
ー
ル
が
あ
る
文
化
会
館
の
運
営

も
担
当
し
、
職
員
総
勢

23

人
の
大
所
帯

で
、
事
務
所
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
収
束
し
な
い
中
で
、
令
和
２
年

10

月

30

日
に
、
わ
が
館
で
は
初
め
て
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」

を
実
施
し
ま

し
た
。
始
ま

る
ま
で
は
、

ど
れ
く
ら
い

の
方
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参

加
し
て
い
た

だ
け
る
の
か

と
ド
キ
ド
キ

し
て
い
ま
し

た
が
、
当
日

は

70

人

以

上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ャ

ッ
ト
を
活
用
し
た
講
師
の
素
晴
ら
し
い

進
行
で
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
３
才
ま
で
の
子
育

て
に
関
す
る
講
座
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
自
宅
で
子
ど
も
と
一
緒

に
ゆ
っ
た
り
と
受
講
で
き
た
点
も
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。 

だ
が
し
や
楽
校
も
オ
ン
ラ
イ
ン
？

わ
が
館
で
は
、
お
祭
り
の
屋
台
形
式

で
手
軽
に
趣
味
や
特
技
・
作
品
な
ど
を

「
み
せ
」
な
が
ら
世
代
間
の
交
流
を
行

い
、
今
後
の
地
域
活
動
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
「
だ
が
し
や
楽
校
」
を
昨
年
ま

で
５
年
連
続
で
開
催
し
、
毎
年
好
評
を

博
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も

10

名
以
上

の
登
録
者
が
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
多
く
の
方
に
一
堂

に
会
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
従
来
形
式

の
開
催
は
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で

今
年
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配

信
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
出
店
者
の

方
々
は
や
る
気
満
々
で
、
い
か
に
短
時

間
で
ご
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
説
明
で

き
る
か
、
日
夜
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
年
度
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
に 

令
和
２
年
度
は
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
年
に
な

り
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
絶

え
ず
挑
戦
し
続
け
る
綾
瀬
市
立
中
央
公

民
館
に
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

（
館
長 

髙
木 

徹
）

秦
野
市
立
西
公
民
館

 

綾
瀬
市
立
中
央
公
民
館

オンライン講座中のＰＣ画面

地域防災機能を兼ね備え、秦野市

立西中学校体育館と共に多機能

型複合施設として誕生した秦野市

立西公民館 わ
が
館
で
は
・
・
・ 

公 民 館 か な が わ

（6）



座
間
市
公
民
館
を
拠
点
に
毎
週
楽

し
く
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
サ
ー
ク
ル
の
「
ダ

ン
コ
ネ
」
と
合
わ
せ
る
と
約

80

名
の
子

ど
も
た
ち
に
踊
る
こ
と
が
大
好
き
な
仲

間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
の
技
術
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

体
力
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
学
ぶ
場
、
友
達
と
笑
い
あ
え
る
場
を

作
り
、「
ダ
ン
ス
っ
て
楽
し
い
な
」
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
「
ダ
ン
ス
っ
て
カ
ッ
コ

い
い
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

大
人
の
メ
ン
バ
ー
の
み
で
こ
っ
そ
り
練

習
を
重
ね
て
自
主
公
演
の
舞
台
を
開
催

し
た
り
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

設
立
は

20

年
前
、
県
立
座
間
高
等
学

校
ダ
ン
ス
部
Ｏ
Ｇ
数
名
で
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ダ
ン
ス
が
人
生
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
感
じ
始
め
た
時
、
そ

れ
ぞ
れ
が
社
会
人
と
な
る
時
期
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え
、
地
域
や
子

ど
も
た
ち
に
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
に
触
れ

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
気
が
つ
け
ば
小
さ
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
大
き
く
な
り
、
沢
山
の
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
母
と
な
り
２

人
の
ち
び
っ
こ
怪
獣
を
連
れ
て
の
活
動

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
楽
し
く
活

動
で
き
る
の
も
、
協
力
し
て
く
れ
る
家

族
と
仲
間
た
ち
、
い
つ
も
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
る
座
間
市
公
民
館
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
毎
週
楽
し
そ
う
に

公
民
館
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
お
か
げ
で
す
。 

「
ダ
ン
ス
」
を
通
じ
て
で
き
た
素
敵
な

仲
間
た
ち
が
、
い
つ
で
も
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
場
所
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。   （

創
立
者

守
屋
匠
子
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 我
が
ト
ル
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

53

年
に
『
大
正
』
生
ま
れ
の
大
先
輩
の

方
々
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
団
体
『
大
正

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
の
会
員
が
中
心
と

な
り
始
ま
り
ま
し
た
。
同
団
体
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
で
し
た
の
で
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
い

と
話
が
出
て
、
誰
彼
と
な
く
“
地
元
の

公
民
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
も
や
ろ
う

か
”
と
の
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

す
。 春

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
始
ま
る
と
、

夜
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
へ
の
参
加
者
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
愛
好
者
で
別
に
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
活

動
し
始
め
た
の
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
で
し

た
。当

初
、
知
り
合
い
の
女
性
に
も
呼
び

掛
け
て
平
成

22

年

12

月
に
発
足
し
ま

し
た
。
当
時
の
会
員
は
男
性
７
名
、
女

性
４
名
で
し
た
。
皆
で
会
名
を
そ
れ
ぞ

れ
発
案
し
、
投
票
で
決
め
た
の
が
ト
ル

ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
す
。
発
案
者
に
よ
れ

ば
シ
ャ
ト
ル
の
ト
ル
と
ラ
ケ
ッ
ト
の
ケ

ッ
ト
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
と
。

会
則
の
目
的
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

自
主
練
習
、
親
睦
試
合
、
親
睦
会
の
開

催
で
す
。
当
初
か
ら
今
日
ま
で
毎
月
、

水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
９
時
迄
の
２

時
間
の
自
主
練
習
で
す
。 

会
員
に
は
種
種
の
立
場
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
遅
刻
早
退
は
遠
慮
な
く
ご
随

意
に
と
認
め
合
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
は
年
輩
達
で
す
か
ら
立
派
な
プ
レ
ー

は
で
き
ま
せ
ん
。
未
だ
に
サ
ー
ブ
位
置

を
間
違
え
た
り
、
時
々
珍
プ
レ
ー
や
美

プ
レ
ー
も
出
て
、
笑
っ
た
り
、
褒
め
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

メ
ン
バ
ー
も
入
れ
替
わ
り
つ
つ
、
現

在
、
男
性
３
名
、
女
性
８
名
で
平
均
年

齢
は

69

歳
で
す
が
、
皆
、
心
意
気
も
若

く
仲
良
し
で
す
。
お
互
い
何
時
も
注
意

し
て
い
る
の
は
、
無
理
せ
ず
怪
我
の
な

い
よ
う
に
と
心
掛
け
、
勝
負
よ
り
楽
し

ん
で
、
健
康
の
保
持
と
親
睦
が
モ
ッ
ト

ー
で
す
。 

（
代
表 

新
井
純
夫
） 
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『D
a
n
c
e
 
T
e
a
m
 
S
H
O
W
 
S
U
N

』 

座
間
市
公
民
館

『
ト
ル
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
』

愛
川
町
半
原
公
民
館

一番左が 新井純夫 氏 

 
サ
ー
ク
ル
紹
介

公 民 館 か な が わ

（7）



・
所
在
地
　
相
模
原
市
中
央
区
小
山
２
６
７
９

公 民 館 か な が わ
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